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************************************************************** 

【開幕直前】近代・明治の"横浜絵”とは何だったのか？ 

ここでしか聞けない学芸員による連続公開講座（全 4回）、 

横浜市歴史博物館にて 9月より開催！ 

************************************************************** 

 

◆お知らせ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

【歴博】企画展「横浜絵の深層―ジャンルか、イメージか、それとも輸出美術か」の関連イベントです。 

企画展開幕直前に伴い、連続講座の内容についてお届けいたします。 

 

◆開催概要と見どころ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

 横浜市歴史博物館では、企画展「横浜絵の深層 ジャンルか、イメージか、それとも輸出美術か」の開

催（9月 5日（土）〜10月 18 日（日））に合わせ、作品の背景や歴史をより深く掘り下げて楽しめる特別

講座（全 4回）を開講いたします。  

 当館学芸員に加え、専門家の講師陣をお招きし、近代横浜のアートビジネスの実態、工芸と絵画の融

合、知られざる画家たちの足跡など、ここでしか聞けないエピソードを分かりやすく解説します。1回ご

とのご参加はもちろん、お得な全 4回一括申込も受け付けております。   

 

◆イベント実施要項━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

会 場 横浜市歴史博物館 講堂 （224-0003 横浜市都筑区中川中央 1-18-1）  

時 間 各回 14:00～15:30 （開場 13:30) 

参加費 各回 900 円（全 4 回一括申込：3,500 円）  

 

◆各回の講座ラインナップ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

第 1回：工芸と絵画の邂逅 ―眞葛焼・横浜絵付 

日時：9月 12日（土）14:00～15:30（13:30 開場） 

講師： 鈴木愛乃 氏（神奈川県立歴史博物館学芸員）  

【プロフィール】 

東京芸術大学大学院美術研究科（芸術学専攻）終了。調布市武者小路実篤記念館専門員を経て、2022 年

より神奈川県立歴史博物館学芸員。主な展覧会は「近代輸出漆器のダイナミズム―金子皓彦コレクショ

ンの世界―」。専門は日本工芸史。 

内容：工芸は立体的な造形を基本としますが、図案や装飾に用いられる絵画が全体の印象を左右するこ

とが少なくありません。近代の輸出工芸制作では外国からの需要に応えるため、このような図案や装飾



の研究が熱心に行われました。横浜で制作された輸出陶磁器をとりあげ、工芸と絵画との密接な関係を

探ります。 

→ https://teket.jp/1599/73266 

 

第 2回：横浜絵の深層 近代横浜のアートビジネス 

日時：9月 22日（火・祝）14:00～15:30（13:30 開場） 

講師： 角田拓朗 氏（神奈川県立歴史博物館主任学芸員）  

【プロフィール】 

東京大学大学院人文社会系研究科（美術史専攻）修了（修士）。2006 年より神奈川県立歴史博物館学芸員。

主な展覧会に「没後 100 年五姓田義松」「明治錦絵×大正新版画」など。専門は近代日本美術史。 

内容：「横浜絵」という謎の存在を、近代横浜のアートビジネスという観点から紐解きます。展覧会出品

作に沿いながら、加えて横浜写真を活用しながら、その売買の実態や値段などその具体像に迫ります。さ

らに「横浜絵」の中心である五姓田派の新発見作品をご紹介しながら、 「横浜絵」の奥深い世界をわかり

やすくご紹介します。 

→ https://teket.jp/1599/73272 

 

第 3回：横浜と美術 ～探索の落穂ひろい 

日時：9月 26日（土）14:00～15:30（13:30 開場） 

講師： 猿渡紀代子 氏（大佛次郎記念館・特任研究員、元横浜美術館学芸員）  

【プロフィール】 

横浜美術館の開設準備室を経て、定年まで学芸員として勤務。その間に「アジアへの眼―外国人の浮世絵

師たち」展、「幕末・明治の横浜」展、「銅版画家長谷川潔 作品のひみつ」展などを企画開催。現在、大

佛次郎記念館・特任研究員、鎌倉市鏑木清方記念美術館・館長、（公財）三溪園保勝会・副理事長。 

内容：日本画も描いていた写真師・下岡蓮杖、五姓田芳柳の娘・渡辺幽香が取り上げた明治期の風俗、明

治末から香港を拠点として水彩画を描き販売した加藤英華などを紹介し、横浜と美術をめぐる探索の落

穂拾いをします。 

→ https://teket.jp/1599/73273 

 

第 4回：明治横浜の水彩画 ―笠木治郎吉のまなざし 

日時：10月 3日（土）14:00～15:30（13:30 開場） 

講師： 吉井大門（横浜市歴史博物館学芸員）  

【プロフィール】 

成城大学大学院文学研究科（美学・美術史専攻）修了（修士）。日本郵船歴史博物館学芸員、渋谷区立松

濤美術館学芸員を経て、2019 年より横浜市歴史博物館学芸員。主な展覧会に「浮世の華－描かれた港崎

遊廓」「寳林寺 東輝庵展 横浜の禅－近世禅林のルーツ」など。専門は近代日本美術史。 

内容： 明治から大正にかけて活躍した横浜ゆかりの画家・笠木治郎吉。その足跡をたどりながら、明治

期に日本へ広がった水彩画の歩みを紹介します。狩人や漁師、農家の人々など、当時の庶民の暮らしを温

かなまなざしで描いた作品を通して、笠木ならではの表現の魅力に迫ります。 



→ https://teket.jp/1599/73274 

 

全 4回一括申込のご案内 

1 回ごとのご参加はもちろん、お得な全 4回一括申込も受け付けております。 

→ https://teket.jp/1599/73282 

 

◆企画展内容━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

 

 開港以来、横浜は海外との窓口として、文化・技術・思想・人びとが行き交う都市として発展してきま

した。そこで生まれた表現には、油彩画、水彩画、横浜浮世絵、漆器、陶磁器、写真、そして「横浜絵」

と呼ばれる絵画などがあります。これらは国内にとどまらず、外国人向けの土産物や輸出美術として広

く受容されました。本展では、この地で生まれた造形表現を「横浜絵」をキーワードに紹介します。幕末

から明治初期、西洋絵画技法に刺激されて生まれた「横浜絵」の中心には五姓田派がいましたが、その表

現技法は、周辺の画家たちへと広がり、主題、作風、技術は徐々に多様化し、水彩画の隆盛や輸出工芸の

下絵制作へと展開していきました。 

 こうした造形作品に関わった横浜で活動した画家たちの作品は、徐々に明らかになりつつあります。

本展では、知られざる作家や作品も含めてとりあげ、あわせて近年注目を集める横浜の画家・笠木治郎吉

についても紹介します。 

→ https://rekihaku.yokohama-

history.org/events/%e4%bc%81%e7%94%bb%e5%b1%95%e3%80%8c%e6%a8%aa%e6%b5%9c%e7%b5%b5%e3%81%ae%

e6%b7%b1%e5%b1%a4%e3%80%8d/ 

 

◆発行━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━ 

横浜市歴史博物館／横浜開港資料館／横浜都市発展記念館／横浜ユーラシア文化館／埋蔵文化財センタ

ー／横浜市三殿台考古館／横浜市八聖殿郷土資料館  

 

 ＊当メールの送信アドレスは送信専用ですので、返信なさらないようにお願いいたします。 

 ＊催しに関するお問い合わせは各施設まで。 

 ＊本メールにお心当たりがない場合には、第三者による誤登録、不正登録等の可能性があります。 

  お手数ですが、下記お問い合わせまでご連絡頂けますようお願い申し上げます。  

 ＊メール配信についてのお問い合わせは横浜市ふるさと歴史財団（TEL045-912-7771）まで。  


